
　

お
お
た
か
の
森
病
院
の
ご
協
力

に
よ
り
、
２
月
１
日
か
ら
新
ル
ー

ト
（
初
石
・
江
戸
川
台
ル
ー
ト
、

図
１
参
照
）
を
開
設
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ほ
ぼ
市
内
全
域
で
利
用
ル
ー
ト
を

設
置
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
い
た
だ

く
に
は
、
市
が
発
行
す
る
「
パ
ス

カ
ー
ド
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

中
央
病
院
、
千
葉
愛
友
会
記
念
病

院
、
江
陽
台
病
院
、
お
お
た
か
の

森
病
院
が
送
迎
バ
ス
を
運
行
す
る

４
ル
ー
ト
で
す
（
図
２
参
照
）。

　

な
お
、
バ
ス
停
車
位
置
や
運
行

時
刻
は
病
院
が
設
定
し
ま
す
。
パ

ス
カ
ー
ド
を
お
渡
し
す
る
際
に
、

各
ル
ー
ト
の
バ
ス
停
車
位
置
や
時

刻
表
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

病
院
が
送
迎
バ
ス
を
中
止
す
る

場
合
と
祝
日
を
除
く
月
曜
か
ら
金

曜
ま
で
で
す
。

利
用
し
た
い
送
迎
バ
ス
に
乗
車
す

る
際
、
運
転
者
に
パ
ス
カ
ー
ド
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
送
迎
バ
ス
は
病
院
の
利

用
者
が
優
先
で
す
。
空
席
が
な
い

場
合
な
ど
乗
車
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

市
内
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上

（
１
人
で
バ
ス
に
乗
降
で
き
る

方
）
で
、
市
が
発
行
し
た
「
パ
ス

カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
の
方
。

　

所
定
の
申
込
書
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
の
ほ
か
、
緊
急
時
の
連

絡
先
（
氏
名
、
続
柄
、
住
所
、
電

話
番
号
）
を
明
記
の
上
、
市
役
所

高
齢
者
生
き
が
い
推
進
課
窓
口
に

直
接
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
市

内
各
出
張
所
で
も
手
続
き
で
き
ま

す
。
出
張
所
で
申
請
の
場
合
は
、

パ
ス
カ
ー
ド
は
後
日
発
送
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
費
用
は
無
料
で
す
。

　

利
用
で
き
る
ル
ー
ト
は
、
流
山

「高齢者移動支援バス」のステッカーが目印

乗車の際にパスカードを提示

　

市
で
は
、平
成
19
年
７
月
か
ら
高
齢
者
の

市
内
の
移
動
を
支
援
す
る
た
め
、流
山
中

央
病
院
と
千
葉
愛
友
会
記
念
病
院
の
ご
協

力
に
よ
り
、各
病
院
の
送
迎
バ
ス
の
空
席
に

病
院
を
利
用
し
な
く
て
も
無
料
で
乗
車
で

き
る
「
高
齢
者
等
市
内
移
動
支
援
バ
ス
事

業
」を
開
始
し
ま
し
た
。平
成
22
年
10
月
か

ら
は
江
陽
台
病
院
が
加
わ
り
、さ
ら
に
今

年
２
月
か
ら
は
、お
お
た
か
の
森
病
院
に
も

ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
、よ
り
多

く
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。な
お
、昨
年
11
月
末
現
在

で
約
１
７
０
０
人
の
利
用
登
録
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

問
高
齢
者
生
き
が
い
推
進
課

☎
７
１
５
０
―
６
０
８
０

毎月1日号でお知らせしている市民相談室の次回税務相談日は、2月1日㈬です。ご予約は市民相談室まで。 問市民相談室☎7158－1616
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東
日
本
大
震
災
で
住
家
に
被
害

を
受
け
た
方
に
、
災
害
見
舞
金
と

し
て
１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
対

象
は
、
り
災
証
明
を
受
け
た
方
の

う
ち
、
震
災
時
に
市
内
に
居
住
し

自
己
の
所
有
す
る
住
家
に
10
万
円

以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
主
な

ど
で
す
。
り
災
証
明
を
受
け
た
方

に
申
請
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

　

ケ
ロ
ク
ル
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
は
、

市
職
員
が
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
ご

み
の
お
話
か
ら
市
の
廃
棄
物
行
政
、

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た

国
の
施
策
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

み
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
さ

　
「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
の
編
集

業
務
を
受
託
す
る
民
間
企
業
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。

　
「
広
報
な
が
れ
や
ま
」
の
取
材

や
執
筆
、
写
真
撮
影
、
レ
イ
ア
ウ

ト
な
ど
の
編
集
業
務
を
民
間
企
業

な
ど
に
委
託
す
る
も
の
で
す
。

　

受
託
者
の
選
考
に
つ
い
て
は
、

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
で
行
い

所
定
事
項
を
記
入
し
必
要
書
類
を

添
え
て
２
月
29
日
ま
で
に
市
役
所

社
会
福
祉
課
に
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

千
葉
県
災
害
義
援
金
（
１
万
５

千
円
）
の
申
請
も
同
時
に
受
け
付

け
し
ま
す
。
対
象
は
、
住
家
の
一

部
を
損
壊
し
た
世
帯
で
、
り
災
証

明
、
被
害
の
状
況
が
確
認
で
き
る

せ
て
い
た
だ
く
出
前
講
座
で
す
。

　

説
明
会
形
式
と
は
違
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
井
戸
端
会
議
に
市
職

員
が
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

な
形
式
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

書
類
を
添
付
し
て
２
月
29
日
ま
で

に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

流
山
市
東
日
本
大
震
災
災
害
見
舞

金
と
同
時
に
申
請
す
る
方
は
、
添

付
書
類
は
省
略
で
き
ま
す
。
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
社
会
福
祉
課
（
見
舞
金
・
義

援
金
）

☎
7
1
5
0
―
6
0
7
9

　

安
心
安
全
課
（
り
災
証
明
書
）

☎
7
1
5
0
―
6
3
1
2

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
「
資

源
物
収
集
の
集
団
回
収
へ
の
一
元

化
」
と
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
収
集

区
分
の
変
更
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
制
度
の
変
更
に
つ
い
て
な
ど
、

地
域
内
で
ご
み
に
関
す
る
会
議
を

行
う
際
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

☎
7
1
5
7
―
8
2
5
0

ま
す
。
1
月
30
日
ま
で
に
参
加
申

込
書
を
秘
書
広
報
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

業
務
の
内
容
や
応
募
方
法
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
秘
書
広
報
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
秘
書
広
報
課

☎
7
1
5
0
―
6
0
6
3

市
職
員
が
ご
み
に
つ
い
て
出
前
講
座

流
山
市
東
日
本
大
震
災
災
害

見
舞
金

千
葉
県
災
害
義
援
金
（
住
家

の
一
部
損
壊
）

　総務省・経済産業省は、２月１日から「経済セン
サス－活動調査」を全国一斉に実施します。
【調査目的・調査対象】
　全産業分野における事業所および企業の経済活動の実態を全
国的および地域別に明らかにするとともに、各種統計調査の基
礎となる母集団情報の整備を図ることを目的としています。対象
は、商店や工場、事務所、学校、病院、寺院など国内すべての
事業所および企業です。
【調査員が伺います】
　１月中旬から、調査員が各事業所に調査票の配布にお伺いし
ますので、ご協力をお願いします。なお、調査員は、「調査員証」
を携行していますので、調査票の受け渡しの際には必ずご確認
ください。
　ご不明な点は企画政策課までお問い合わせください。
　問企画政策課☎7150－6064

　平成23年中に新築・増築した家屋について、家屋調査を実施
しています。固定資産税の基礎となる家屋の評価額を算出する
ため、家屋の構造や各部分の使用資材・仕上げ・設備等を職員（固
定資産評価補助員）が伺い調べます。調査の際は、ご協力をお願
いします。また、家屋を取り壊した場合は「家屋滅失届」の提出が
必要となりますので、ご連絡ください。
　耐震改修、バリアフリー改修、省エネ改修工事を行った住宅
で一定の要件を満たす場合は、固定資産税が減額されます。い
ずれも工事完了後３カ月以内に申告が必要となりますのでご注意
ください。
　長期優良住宅の認定を受けて新築した住宅で、固定資産税減額
申告をしていない家屋所有者は、1月31日までに申告してください。
　なお、詳細については市ホームページをご覧いただくか、資
産税課までお問い合わせください。
　問資産税課☎7150―6074

　商店や工場などの事業を経営する個人や法人を対象に、平成
24年度の償却資産の申告を受け付けています。提出期限は、1月
31日です。固定資産税の課税の基礎とするため、毎年1月1日現
在の事業用資産（構築物や機械、工具、備品など）の所有状況の
申告をお願いしています。
　なお、対象者には、昨年12月に申告書を郵送しましたが、届い
ていない場合や不明な点がある場合は、資産税課までお問い合
わせください。
　問資産税課☎7150－6074

　固定資産税・都市計画税を既に口座振替で
納付している方で、昨年中に相続、贈与など
により土地や家屋の名義を変更した方は、平
成24年度から改めて口座振替の利用申し込み
が必要となります。
　市役所税制課、各出張所、市内の各金融機
関の窓口にある「口座振替依頼書」に必要事項
を記入の上、口座振替を希望する金融機関に
直接提出してください（振替納付の開始を希望
する納期限の60日前までに提出）。
　平成24年度第１期から口座振替を希望する
方は、2月末までに手続きをしてください。な
お、詳細については市ホームページをご覧い
ただくか、税制課までお問い合わせください。
　問税制課☎7150－6072

　日本年金機構では、国民年金、厚生年金の
年金受給者に平成23年分の源泉徴収票を今月
末までに順次送付します。ただし、障害年金、
遺族年金は所得税の課税対象とならないので、
これらの受給者の方には源泉徴収票は送付さ
れません。
　源泉徴収票には、1年間に支払われた年金
の総額、社会保険料の合計金額、源泉徴収税
額および控除内容が記載されています。
　この源泉徴収票は、確定申告の添付書類と
して必要となるので大切に保管してください。
万一紛失された場合や未着の場合などは、日
本年金機構の「ねんきんダイヤル」（0570－05
－1165）か年金事務所にご連絡ください。
　問松戸年金事務所☎047－345－5517

　市の緑化推進の一環として、庭木の手入れ講習会を開催します。
講師には、千葉大学助教・近江慶光さんを迎え、講義と剪定などの
実技指導を行います。実技指導で使う樹木は、お持ち帰りいただけ
ます。

　 ▽日時＝1月27日(金)13時30分～15時30分　 ▽場所＝リサイクル
プラザ・プラザ館　 ▽対象＝市民（過去２年の受講者を除く）※流
山市グリーンチェーン認定取得者優先　 ▽定員＝20人(多数抽選)　

▽費用＝無料　 ▽持ち物＝筆記用具、剪
定バサミ　 ▽申し込み＝往復ハガキに「庭
木の手入れ講習会参加希望」、住所、氏名、
電話番号、流山市グリーンチェーン認定
取得者は認定番号、返信用に宛名を明記
の上、1月18日（必着）までに〠270－0192
流山市役所みどりの課へ
　問みどりの課☎7150－6092

　市内いちご農家では、いちごの収穫が始
まっています。各農家では直売や地方発送
も行っていますので、ぜひ、ご賞味くださ
い。希望の数量を確実に購入したい場合は、
前日の夕方までに電話などで直接農園にご
相談ください。詳細は、直接農園にお問い
合わせください。
　問農政課☎7150－6086

１月中旬から調査員が伺います

「経済センサス―活動調査」にご協力を 広
報
紙
編
集
の
受
託
者
を
募
集

県
災
害
義
援
金
の
申
請
も
同
時
受
け
付
け

市
東
日
本
大
震
災
災
害
見
舞
金
を
支
給

優良住宅の減額申告は今月31日まで

平成24年度の償却資産の申告
提出期限は今月31日まで

名義変更した方は
再度手続きが必要です確定申告の必要書類

固定資産税などを口座振替で納付している方へ老齢年金などの受給者に
源泉徴収票を送付

総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
で
選
考

農園名 電話番号

藍川園芸（前ヶ崎） 7145-4630

石井農園（西深井） 7152-0776

増田農園（名都借） 090-4752-8855

期限は
2/29まで

59ごみ減量資源化
シリーズ

家屋調査の実施と固定資産税の減額申告



★まちづくり顧問研修会「災害か
ら命を守る ふるさとの森づくり」
　日本一多くの木を植えた男といわれ
る宮脇昭さんを講師に迎え、研修会を
開催します。
　日1月19日㈭15時30分～17時
所流山商工会館　費無料　申電話で
マーケティング課へ
　 問 マーケティング課☎7150－
6308
★災害対策講座
　家庭で不意に起こる事故や急病な
ど、乳幼児の応急手当てを学びます。
　日1月29日㈰10時～11時45分
所中央消防署　対20歳以上の市民　
定20人（先着順）　費無料　申電話で
中央消防署へ
　問中央消防署☎7158－0119
★国際交流サロン「ウーロン茶
の正しい入れ方と飲み方」
　日2月1日㈬10時～12時　所文化
会館　対市民　定10人（先着順）　費

300円　申電話で文化会館へ
　問文化会館☎7158－3462
★南流山地区家庭教育講座「親
の関わり方が子どもを変える」
　日2月1日㈬13時30分～14時30
分　所南流山中学校　講親業訓練イ
ンストラクター・藤井由美子さん　費

無料　申不要※1歳6カ月～未就学児
の一時保育あり（先着10人、1月22
日までに電話で文化会館へ）
　問文化会館☎7158－3462
★初石公民館パソコン講座（全2
回）
　インストラクターが1対1で指導し
ます。
　日2月1日㈬・2日㈭12時～15時
所初石公民館　対パソコンを持参でき
る方　定10人（先着順）　費2,500円
申電話で初石公民館へ
　問初石公民館☎7154－9101
★リサイクルプラザ・プラザ館の
リサイクル講座
①小座布団づくり～打ち直しわたの良
さを知ろう！～
　日2月15日㈬13時～16時　定15
人（多数抽選）　費500円（材料代）　
持糸きりはさみ、指ぬき
②包丁研ぎ教室
　日2月16日㈭10時～12時　定20
人（多数抽選）　費無料　持包丁、タ
オル、エプロン、砥石
　申往復ハガキに開催日、講座名、
住所、氏名、電話番号、返信用に宛
名を明記の上、1月27日（必着）まで
に、〠270－0174流山市下花輪
191リサイクル推進課へ
　 問リサイクル推進課☎7157－
8250

江戸川大学サテライトセンターの
講座「生活の中の心理学ノート」

（全4回）
　 日1月17日・24日・31日、2月7
日の火曜18時30分～20時　所江戸
川大学サテライトセンター　講江戸川
大学教授・福井嗣泰さん（臨床心理士）
費6,000円　申電話、ファクス、Web
（http://www.edogawa-u.ac.jp/
stcenter/）で
　問同センター☎7156－7715　
FAX7153－9100
高齢社会と成年後見制度～安心
して老後を迎えられるように（ＮＰ
Ｏ法人流山高齢者安心ネット主催）
　日1月28日㈯9時30分～11時30
分　所生涯学習センター　定200人
（先着順）　費無料　申不要
　問ＮＰＯ法人流山高齢者安心ネット
☎7152－1284
知的障害者移動介護従業者養成
研修（全3回）（NPO自立サポートネ
ット流山主催）
　日講義：2月2日㈭・8日㈬、実習：
2月3日㈮・6日㈪・7日㈫のうち1日
所生涯学習センター　対①市内在住ま
たは市内の訪問介護事業所に勤務し
ているホームヘルパー研修1～3級修
了者か介護福祉士資格を有する方②
市内在住で将来ホームヘルパー研修
を終了して知的障害者の介護に従事す
ることを希望する方③市内の保育所、
幼稚園に勤務している保育士または幼
稚園教諭資格の有資格者で、知的障
害児（者）の介護に従事または希望す
る方　定20人（先着順）　費受講料
3,000円（別途テキスト代2,730円）
申1月19日までに電話でNPO自立サ
ポートネット流山事務局へ
　問同事務局☎7154－7353
成年後見制度研修会（千葉県後見
支援センター主催）
　日2月4日㈯9時50分～16時　所

千葉市蘇我勤労市民プラザ　申1月
25日まで※詳細は問い合わせを
　 問 同 センタ ー ☎043－204－
6012
市民後見人養成講座（全4回）（ＮＰ
Ｏ法人東葛市民後見人の会主催）
　日2月12日㈰・19日㈰、3月3日㈯・
11日㈰9時～17時　所けやきプラザ
（我孫子市）　申往復ハガキに必要事
項を記入の上、東葛市民後見人の会
へ※詳細は問い合わせを
　問同会事務局☎7187－5657
　

★第65回東葛飾地方中学校駅伝
競走大会写真展
　昨年10月15日に開催された東葛
飾地方中学校駅伝競走大会の写真展
が、今年も毎日新聞社の協力を得て

開催されます。
　日1月25日㈬～30日㈪9時～17
時15分　所生涯学習センター
　問指導課☎7150－6105
　

第26回流山市書道・硬筆展作品
募集
　4月4日から8日に生涯学習センタ
ーで開催される作品展の出展作品を
募集します。
　▷募集区分（出品料：毛筆／硬筆）＝
一般（2,500円／1,500円）、高校
（1,000円／800円）、幼年・小中
（1,000円／500円）※別途事務費
600円　申2月26日までに流山市書
人協会・田村（☎7159－3902）、坂
本（☎7154－3204）へ
　問生涯学習課☎7150－6106
　

★小学校非常勤講師登録者の募
集
　平成24年度登録者を募集します。
　▷応募資格＝小学校の教員免許状を
有する65歳未満の方（採用年度末現
在）　▷勤務日数＝年間12日　▷勤務
時間＝1日7時間　▷時間給＝2,830
円（平成23年度実績）※交通費別途
支給、詳細は問い合わせを
　問学校教育課☎7150－6104
　
　
★江戸川新橋道路（都市計画道
路3・2・25号下花輪駒木線）
の変更に係る都市計画説明会
　都市計画の変更について説明会を
開催します。
　日①1月20日㈮18時30分から②
1月21日㈯14時から　所文化会館
　問都市計画課☎7150－6087
★男女共同参画審議会
　日1月26日㈭13時15分から　所

市役所　内流山市第2次男女共同参
画プランの推進について
　問企画政策課☎7150－6064
　

★リサイクルプラザ･プラザ館の
再生品（自転車）の販売
　▷応募期間＝1月15日㈰～29日㈰
9時～17時　▷応募資格＝市内在住・
在勤･在学の方※1世帯1点、1年以
内に当選した世帯を除く　▷応募方法
＝応募期間中にリサイクルプラザ・プ
ラザ館の展示コーナーに展示されて
いる自転車のうち、希望する自転車を
申し込み用紙に記入し、リサイクル推
進課へ※多数抽選。結果は当選者の
みに通知　▷引き渡し方法＝自転車は

現金と引き換えで、運搬などは各自で
　 問リサイクル推進課☎7157―
8250
★北部公民館水曜夕暮れサロン

「流山市の火災原因と予防対策」
　日1月18日㈬18時～20時　所北
部公民館　定30人　内流山市の火災
原因や状況と、家庭や地域での防火
対策について　費無料　申不要
　問北部公民館☎7153－0567
★「見世蔵の流山本町の昔を語
る会」～昔と今の畳屋さん～
　畳職3代目・玉ノ井勇夫さんが流山
を語ります。ヒョットコ踊りも披露しま
す。
　日1月28日㈯11時から　所流山福
祉会館（見世蔵受付）　定20人（先着
順）　費200円（資料、お茶代）　申1
月25日までに電話か直接、見世蔵へ
※月・火曜、月末日は定休
　問見世蔵☎7103－2817
★借金やヤミ金融、家計に関す
る無料相談会（市、千葉県、千葉県
多重債務問題対策本部主催）
　弁護士、司法書士、警察官などに
よる面接相談会を行います。
　日2月8日㈬10時～16時　所市民
活動推進センター（生涯学習センター
3F）　定22人（先着順）　申1月16日
から、電話で流山市消費生活センタ
ーへ
　問 消費生活センター☎7158－
0999
南流山の朝市
　日1月14日㈯9時～11時　所南流
山駅前公園　内野菜・ふるさと産品な
どの販売※駐車場はありません
　問商工課☎7150－6085
松戸税務署からのお知らせ～所
得税、贈与税、個人消費税の確
定申告書作成会場の設置
　▷期間＝1月16日㈪～3月30日㈮
※土・日曜、祝日を除く（ただし、2月
19・26日の日曜は開場）　▷受付時
間＝8時30分から（相談は9時～17
時）※会場が混雑している場合は、
受け付けを早めに締め切る場合あり
　 問 松 戸 税 務 署 ☎047－363－
1171
千葉県農林水産就業相談会
　県内で農業や漁業に取り組もうとす
る方、農業法人への就職を希望する
方が対象です。自由に参加できます。
　日1月28日㈯10時～15時　所キ
ボール（千葉市）　
　問千葉県農林水産部担い手支援課
☎043－223－2904／千葉県農林
水産部水産課（水産業関係）☎043－
223－3041

展示

募集
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講座・講演

その他

会議（　　　　）どなたでもお聴き
いただけます

資格・求人

★は市または指定管理者などの主催のもの

　
　子どもミュージカル無料体験レッスン
（児童劇団「大きな夢」流山子どもミュー
ジカル主催）＝1月から毎週金曜18時
～20時、江戸川大学または生涯学習
センター問髙槗☎7155－7174
　ゴスペルママ・体験講座（流山ゴスペ
ルママ主催）＝1月13日・27日の金曜
10時～11時30分、東深井福祉会館。
参加費無料※プレママ（妊婦さん）とマ

マさん限定問前原☎090－8477－
6541
　「新春子供大福茶会」お正月に健康と
幸せを願い飲むお茶会（煎茶道尚古茗
社流主催）＝1月15日㈰10時～11時、
森の図書館。参加費300円※小学生
対象、要申込（先着20人）、白いソック
ス持参問山川☎7154－4344
　桃花書展（桃花会主催）＝1月17日㈫
～22日㈰9時～17時（22日は16時ま
で）、生涯学習センター。入場料無料

問大塚☎7154－6286
　新春・蔵展＝1月19日㈭～29日㈰
10時～16時、ギャラリー平左衛門（東
深井）。入場料無料問山田☎7154－
3349（月～水曜のみ）
　第32回新春百人一首かるた大会（流
山かるた会主催）＝1月21日㈯9時30
分～16時、初石公民館。参加費200
円問髙橋☎7154－6908
　股関節柔軟体操体験講座＝1月21日
㈯・28日㈯13時30分～14時30分、
文化会館。参加費1回500円問宮本☎
090－6566－5792
　布おむつってどう？（Nakocco主催）

＝1月31日㈫9時45分～12時、十太
夫福祉会館。参加費200円問幸田☎
090－2445－2336
　クラシックギターの楽しみ、オーディ
ション合格者による演奏会（楽々クラブ
主催、市教委後援）＝2月12日㈰13時
30分～16時、生涯学習センター。入
場料500円問砂川☎7154－7035
　第7回チャリティダンス（流山シニア
ライオンズクラブ主催）＝2月25日㈯
13時30分～16時30分（受付開始13
時）、初石公民館。参加費1,500円※
参加者を募集、要申込、当日参加も可
問福島☎090－3095－1043
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。

　千葉テレビのアナウンサーを務める
木村佳那子さん。大学を卒業後、静
岡放送、テレビ熊本を経て、昨年10
月から地元に戻り千葉市に在住。午後
6時からと午後9時30分から放送の「NEWS チバ」を、他2人のアナウン
サーとともに日替わりで担当している。また、火曜から金曜の深夜1時
25分から3分間の「アナ麺」にも出演。台本なしのフリートークで、短い
時間ながらアナウンサーの素顔が見られる番組としてファンには必見だ。
　生まれも育ちも流山の木村さんは、鰭ケ崎小、南流山中を卒業、高
校は松戸市の県立小金高校に通った。「小学生の頃は、実は恥ずかし
がり屋だったんです」と笑う。人前でうまく話せるようになりたいと、放
送委員会に入り運動会でアナウンスを担当したりしていたそうだが、こ
の頃はまだ、将来の職業までは考えていなかったという。
　本格的に、アナウンサーになりたいと思ったのは、学生時代にテレ
ビ神奈川の観光スポットやお店を紹介する番組「みんなが出るテレビ」
で、学生リポーターをしたのがきっかけ。大学に通いながらアナウンス
スクールでも学んだ。静岡放送とテレビ熊本でアナウンサーやリポータ
ーとして、地域の魅力を紹介しているうちに、地元の大切さに気付き千
葉に戻ろうと決心。今は、地元人として千葉県の良さを多くの視聴者に
伝えようと奮闘中。
　千葉に戻ってからは、週に一度は南流山の実家に帰って、両親と出
掛けるという親思いの一面もある木村さん。高校時代まで、犬の散歩
に足を運んだ総合運動公園は市内でもお気に入りのスポットで、流山
に来ると今でもよく散歩するそうだ。
　好きな言葉は、相田みつをの『しあわせはいつも自分の心がきめる』
と話す木村さんは、まだ将来の自分については模索中と言いながらも

「うまくニュースを読むアナウンサーになるだけではなく、現場での
取材やリポートを大切に、深みのあるアナウンスを目指す」と意欲的だ。

さらに、スポーツリポーター
へも仕 事 の 幅 を 広 げ た いと、
報道への熱い想いはつきない。
　これまで、流山での取材の
機会はなかったそうだが、「大
好きな 地 元 の 流 山で 良 い 取
材 が で き たらうれしい で す
ね。流山っ子ならではの視点
で、市内の魅力をいっぱい伝
えたい」と語る爽やかな笑顔
が、期待感を募らせる。

　もっと多くの方にお米を食べていただこうと、市内
3会場で「太巻き寿司教室」を開催します。講師には、
流山市農家生活研究会の皆さんを迎え、房総で古くから郷土料理として親しま
れてきた、見てきれい、食べておいしい太巻き寿司を作ります。
　▷日時＝2月16日㈭10時～14時　▷場所＝北部・初石・東部の各公民館　
▷対象＝市民　▷定員＝各会場20人（合計60人）※多数抽選　▷費用＝500円
　【申し込み】
　 往 復 は が き（1枚 に つ き1人 ）に「 太 巻
き寿司教室参加希望」、郵便番号、住所、
氏名、 電話番号（昼間連絡がつくもの）、
希望会場の第1希望・第2希望（第2希望
会場でも受講可能な場合のみ記入）、返
信用に宛名を明記の上、1月20日（必着）
までに〒270－0192流山市役所農政課へ
※ 一時保育（1歳から未就学児）を希望さ

れる方は、その旨も合わせて記入
　問 農政課☎7150－6086
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千葉の魅力を伝えたい
　現場を大切にした
　アナウンサーを目指す

木村佳那子さん
（南流山4丁目出身、27歳）

針供養の日に（昭和27年頃）（鈴木匡さん蔵）

　市とNPO法人パートナーシップながれやまでは、恵泉女学園大学教授・大日
向雅美さんを講師に迎え、子育てについての講演会を開催します。当日は、子
育て中のお父さんお母さんの市民をパネラーに「パパが笑えば家庭が笑う！」を
テーマとした、パネルディスカッションも行います。
　▷日時＝2月4日㈯13時～15時30分　▷場所＝文化会館　
▷対象＝市民　▷定員＝70人（先着順）　▷費用＝200円（資
料代）　▷申し込み＝1月20日までに、「子育てフォーラムin流
山参加希望」、住所、氏名、連絡先を明記の上、ファクスま
たはメール(partnership@na-shimin.org)で、NPO法人パート
ナーシップながれやま事務局へ※1歳6カ月～未就学児の一時
保育あり(先着20人、1月20日までに要予約)
　問   同事務局・山口☎・FAX 7174－1493

毎年人気の太巻き寿司教室

本番前に原稿確認する木村アナ

　壊れて動かなくなったおもちゃ、破れてしまったけれど捨てられない思い出
のぬいぐるみなど、おもちゃドクターが無料で修理します。

　 ▷日時＝1月28日㈯9時 ～12時　 ▷場所＝リ
サイクルプラザ・プラザ館　▷費用＝無料※材
料費実費がかかる場合有り　▷申し込み＝不要、
直接会場までお越しください
　※ 「親子修理体験教室」も常時、同時開催して
　　います。当日ドクターにお申し込みください。
　　

　使わなくなったおもちゃ、壊れて捨てようと思っ
ているおもちゃがありましたら、回収しますので

おもちゃ病院にお持ちください。提供いただいたおもちゃは修理され、または
他のおもちゃの部品となって再生し、必要としている子どもたちの手に届けます。
　問リサイクル推進課☎7157－8250

大日向雅美さん

おもちゃドクターは子どもたちの味方


